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　自治医科大学教授 山本博徳先生
が『ダブルバルーン小腸内視鏡アト
ラス』を医学書院より出版した．今
日の小腸診療の広がりを考えると待
ち望まれていた 1冊と言えよう．ほ
とんどの消化器内視鏡医は，山本先
生のことをよくご存じで私が付け加
える言葉はないが，それでも彼がダ
ブルバルーン小腸内視鏡（double 

balloon enteroscopy ; DBE）の開発
者であり，世界DBEコンセンサス
会議をリードしてDBEという名称
を世界的に定着させた第一人者であ
ることは，あえて述べておく必要が
あろう．今日DBEは欧米でもプッ
シュ式小腸内視鏡に取って代わり，
全小腸観察と処置が可能な内視鏡と
して定着している．この小腸内視鏡
を世界に広め，今日の小腸診療を可
能ならしめたパイオニアが山本博徳
教授であり，彼が満を持して出版し
た本が『ダブルバルーン小腸内視鏡
アトラス』と言えるだろう．した
がって，本書は小腸診療をこれから
めざす消化器内視鏡医にとってはな
くてはならないものと言えるだろ
う．
　本書ではパイオニアならではの視
点で，なぜプッシュ式小腸内視鏡で

は小腸深部挿入が困難であったかが
解説され，そしてその考察の上に
立ってDBEを開発した経緯が詳細
に述べられている．さらにこれから
DBEを始めようとする内視鏡医に
とっては，豊富な図によって挿入法
が解説されており，読んでいるうち
に誰でもできる気持ちにさせてくれ
る点が実によい．通常の内視鏡，特
に大腸内視鏡の挿入手引書を読んで
も山本博徳先生のDBEの挿入解説
ほどには明瞭ではなく，結局大腸内
視鏡は経験しないとわからない部分
が大半であるが，本書に解説された
DBEに至っては，読めば誰でも頭
で理解でき，明日から実践が可能と
思わせてくれる．
　これまで小腸の専門家といえば炎
症性腸疾患を専門とする先生であっ
た．しかし，最近 5年間の進歩に
よって，小腸には実に様々な疾患が
存在することが明らかになった．ま
た，既に明らかにされていた疾患の
肉眼的観察やDBEを用いた生検や
処置が可能となった．本書では挿入
法にとどまらず「ここまでできる内
視鏡治療の実際」と題して，Crohn

病小腸狭窄に対する拡張術やそのほ
か，様々な治療手技や適応が詳細に

解説されており，その点でも本書は
これから始める先生や今，実際に
DBEを経験されている先生方に
とって，パイオニア施設での手技や
実践が手に取るように理解できる解
説書となっている．さらに，DBEを
必ずしも行わない消化器内科の先生
方にとっても，後半の小腸疾患 42

例の症例紹介は，今どのような疾患
が小腸で診断され治療されているの
かを理解するうえでぜひ一読してい
ただきたい内容である．症例は小腸
結核，血管異形成，アミロイドーシ
スなど，いずれも異なる 42例で，簡
潔に表現された臨床経過とともに
CT画像，DBEによる小腸画像，組
織像が合わせて紹介されており，誰
でも簡単に読め，1つの疾患が 2

ページで理解できるような形式と
なっている．
　このように，本書はこれからDBE

を始める先生，現在DBEや他のバ
ルーン内視鏡を実践中の先生のみな
らず，小腸疾患理解のために消化器
内科の先生方にもぜひ一読を勧めた
い小腸内視鏡アトラスとなっている．
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